
特
集「
障
害
保
健
福
祉
施
策
の
動
向
」 

W
e

lfa
re

［
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
］

発
 行
 日：
平
成
26年

1月
1日
   編
集
・
発
行
：
公
益
財
団
法
人
 日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
　
〒
130-0022 東

京
都
墨
田
区
江
東
橋
4-24-3  TEL :03（

3846）2172   FA
X :03（

3846）2185NEWS 52Nisshasai
［日社済ニュース］

［ウェルフェア］

くっきり！ 福祉の未来形

公益財団法人　日本社会福祉弘済会

52
2014

「障害保健福祉施策の動向」
「空飛ぶ車いす活動レポート」

特集Ⅰ

特集Ⅱ

C O N T E N T S

障害児支援の強化を中心として
障害児支援専門官　大西 延英

P3

P2

P8 「空飛ぶ車いす」活動レポート

障害保健福祉施策の動向

タイにおける青少年の活動
セネガル共和国への車いす寄贈

新年挨拶と日社済の事業

新年挨拶と日社済の事業

P15 福祉の共済コーナー

2014　

52



22014.1

　
日
本
社
会
福
祉
弘
済

会
は
、
昨
年
に
は
任

意
団
体
設
立
か
ら
40
周

年
、
本
年
は
財
団
法
人

認
可
か
ら
30
周
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
間
の
歩
み
に
は
、
多
く
の
財
団
関
係
者
の
ご
尽

力
、
関
係
福
祉
団
体
及
び
提
携
会
社
・
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生

命
の
ご
支
援
、
地
域
の
福
祉
事
業
者
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
、
本
会
創
設
の
意
思
を
踏
ま
え
微
力
な
が
ら
も
わ

が
国
の
社
会
福
祉
に
貢
献
で
き
た
こ
と
は
、
無
上
の
喜

び
で
あ
り
ま
す
。

　
政
府
は
、
平
成
13
年
以
降
、
公
益
法
人
制
度
の
抜
本

的
な
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
平
成
18
年
の

通
常
国
会
に
関
連
三
法
案
を
提
出
し
、
成
立
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
新
制
度
は
平
成
20
年
12
月
1
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
新
制
度
移
行
に
当
た
り
、
公
益
認
定
を
目

指
す
と
共
に
定
款
の
変
更
を
行
い
、
我
が
国
に
の
み
に

止
ま
る
事
な
く
、
ア
ジ
ア
等
と
の
交
流
に
も
貢
献
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
申
請
の
結
果
、
一
昨
年
（
平
成
24
年
）
の
3
月
に
内

閣
総
理
大
臣
よ
り
『
公
益
財
団
法
人
』
の
認
定
を
受
け
、

同
年
4
月
1
日
よ
り
【
公
益
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉

弘
済
会
】と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
法
人
で
は
、
社
会
福
祉
関
係
者
等
に
係
る
研
修
・

研
究
事
業
に
助
成
等
を
行
う
と
と
も
に
、
将
来
の
福
祉

社
会
の
担
い
手
で
あ
る
青
少
年
の
社
会
貢
献
活
動
や
国

際
交
流
等
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
（
日
社
済
ニ
ュ
ー
ス
）
52
号
に
は
高
校
生
・

大
学
生
が
社
会
貢
献
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
〈
空
飛
ぶ

車
い
す
〉
の
特
集
記
事
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
・
高
齢
化
の
社
会
の
進
展
の
中
で
、
国

は
介
護
職
の
基
礎
資
格
を
「
介
護
福
祉
士
」
と
す
る
方

向
を
示
し
て
お
り
、
本
会
で
は
こ
の
よ
う
な
国
家
資
格

の
た
め
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
の
支
援
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
と
も
福
祉
ス
タ
ッ
フ
の
応
援
団
と
し
て
の
事
業

展
開
を
目
指
し
、
社
会
に
お
役
に
立
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆日社済は「社会福祉施設等社会福祉事業に従事する者等に係わる研修・研究事業その他社
会福祉に関する諸活動に対して助成等を行い、もって我が国及びアジア等の社会福祉の向上

本会は、4つの公益事業と会員向け事業である共益事業を中心に活動しています。
に寄与すること」を事業目的にしています。

詳しくは、日社済ホームページをご覧下さい。
http://www.nisshasai.jp

共益事業アジア福祉
助成事業

社会福祉助成
事業

空飛ぶ車いす
支援事業

介護福祉士
資格取得
支援事業

新
年
挨
拶
と
日
社
済
の
事
業

公
益
財
団
法
人 

日
本
社
会
福
祉
弘
済
会

理
事
長 

金
田 

一
郎
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障
害
保
健
福
祉
施
策
の
動
向

第
一  

障
害
者
総
合
支
援
法
の
成
立

　

平
成
22
年
4
月
に
、
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
障
が
い
者

制
度
改
革
推
進
会
議
の
下
に
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会

議
総
合
福
祉
部
会
が
設
け
ら
れ
、
同
部
会
は
平
成
23
年
8

月
に
「
障
害
者
総
合
福
祉
法
の
骨
格
に
関
す
る
総
合
福
祉

部
会
の
提
言
―
新
法
の
制
定
を
目
指
し
て
―
」（「
骨
格
提

言
」）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
利
用
者
負
担
を
応
能
負
担
と
す
る
こ

と
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等

に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直

す
ま
で
の
間
に
お
い
て
障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
22

年
12
月
3
日
に
成
立
し
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
全
面
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
総
合
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
、
い
わ
ゆ

る
「
つ
な
ぎ
法
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
者
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

平
成
23
年
7
月
29
日
に
成
立
し
、
同
年
8
月
5
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
総
合
福
祉
部
会
が
取
り

ま
と
め
た
骨
格
提
言
や
、
改
正
障
害
者
基
本
法
等
を
踏
ま

え
、
平
成
24
年
3
月
13
日
に
「
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生

の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
」
が
閣
議
決

定
、国
会
へ
提
出
さ
れ
、い
わ
ゆ
る
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

が
成
立
し
6
月
27
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
、「
障
害
者
自

立
支
援
法
」
を
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
す
る
と
と
も
に
、

障
害
者
の
定
義
に
難
病
等
を
追
加
し
、
平
成
26
年
4
月
1
日

か
ら
、
重
度
訪
問
介
護
の
対
象
者
の
拡
大
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
一
元
化
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

第
二  

改
正
児
童
福
祉
法
の
施
行

　
　
　
　

 　
（
平
成
24
年
4
月
1
日
）

１　

相
談
支
援
の
充
実

 　

平
成
24
年
4
月
か
ら
、
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

す
べ
て
の
障
害
児
に
対
し
、
原
則
と
し
て
「
障
害
児
支
援

利
用
計
画
」
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
町
村

は
、
当
該
計

画
案
を
勘
案

し
て
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
の

支
給
要
否
決

定
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま

す
。

　

障
害
児
支

援
利
用
計
画

等
の
作
成
に

当
た
っ
て

は
、
様
々
な

生
活
場
面
に

沿
っ
て
一
貫

～
障
害
児
支
援
の
強
化
を
中
心
と
し
て
～

厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局  

障
害
保
健
福
祉
部

障
害
福
祉
課  

障
害
児
・
発
達
障
害
者
支
援
室

障
害
児
支
援
専
門
官

大
西 

延
英

■障害保健福祉施策の動向

【資料１】 「障害者総合支援法」の概要

【資料2】 「障害児」の相談支援体系
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し
た
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
、
障
害
児
と
そ
の
家
族
の
地

域
生
活
を
支
え
る
観
点
か
ら
、
福
祉
分
野
だ
け
で
な
く
、

教
育
や
医
療
等
の
関
連
分
野
に
跨
る
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

特
に
学
齢
期
に
お
い
て
は
、
障
害
児
支
援
利
用
計
画
等

と
学
校
等
で
作
成
す
る
個
別
の
教
育
支
援
計
画
等
の
内
容

と
の
連
動
が
必
要
で
あ
り
、
特
段
の
配
慮
を
厚
生
労
働
省

と
文
部
科
学
省
に
よ
る
連
名
通
知
で
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

２　

障
害
児
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

（
１
）
障
害
児
に
関
す
る
定
義
の
見
直
し

　

平
成
24
年
4
月
か
ら
児
童
福
祉
法
第
四
条
第
二
項
に
規

定
す
る
障
害
児
の
定
義
が
見
直
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
「
身

体
に
障
害
の
あ
る
児
童
及
び
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
」
に

加
え
、「
精
神
に
障
害
の
あ
る
児
童
（
発
達
障
害
者
支
援
法

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
発
達
障
害
児
を
含
む
。）」
を

追
加
し
、
発
達
障
害
児
に
つ
い
て
も
障
害
児
支
援
の
対
象

と
し
て
児
童
福
祉
法
に
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
障
害
児
施
設
の
一
元
化

　

障
害
児
施
設
の
施
設
体
系
は
、
こ
れ
ま
で
は
知
的
障
害

児
施
設
、
知
的
障
害
児
通
園
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
、

肢
体
不
自
由
児
施
設
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
障
害
種

別
で
分
か
れ
て
い
た
が
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
、
身
近
な

地
域
で
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
等
の
た
め
、
障

害
児
施
設
体
系
に
つ
い
て
は
、
通
所
に
よ
る
支
援
を
行

う
施
設
を
「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
、
入
所
に

よ
る
支
援
を

行
う
施
設
を

「
障
害
児
入

所
施
設
」
に

そ
れ
ぞ
れ
一

元
化
さ
れ
、

通
所
に
よ
る

支
援
を
「
障

害
児
通
所
支

援
」
に
、
入

所
に
よ
る
支

援
を
「
障
害

児
入
所
支

援
」
に
そ
れ

ぞ
れ
再
編
さ

れ
ま
し
た
。

（
３
）
障
害
児
の
通
所
に
よ
る
支
援
の
見
直
し

　

障
害
児
通
所
支
援
と
し
て
、
児
童
発
達
支
援
、
医
療
型

児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
保
育
所

等
訪
問
支
援
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
障
害
児
通

所
支
援
を
行
う
事
業
が
障
害
児
通
所
支
援
事
業
と
な
り
ま

す
。

　

障
害
児
の
入
所
に
よ
る
支
援
は
、
引
き
続
き
児
童
相
談

所
を
中
心
と
し
た
体
系
の
決
定
と
な
り
ま
す
が
、
障
害
児

の
通
所
に
よ
る
支
援
は
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
が
決
定
主
体
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

　

学
齢
期
に
お
け
る
障
害
児
の
放
課
後
等
支
援
の
強
化
を

図
る
た
め
、
障
害
児
通
所
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
24

年
4
月
か
ら
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
は
、
児
童
福
祉
法
で

は
、「
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
（
幼
稚
園
及

び
大
学
を
除
く
。）
に
就
学
し
て
い
る
障
害
児
」
と
さ
れ
、

授
業
の
終
了
後
又
は
休
業
日
に
生
活
能
力
の
向
上
の
た
め

の
必
要
な
訓
練
、
社
会
と
の
交
流
の
促
進
等
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
学
校
教
育
と
の

時
間
的
な
連
続
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
連
携
を
図

る
よ
う
厚
生

労
働
省
と
文

部
科
学
省
の

連
名
に
よ
り

通
知
し
て
い

る
と
こ
ろ
で

す
。

　

改
正
前
の

児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に

お
い
て
は

（
本
改
正
で
、

児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は

障
害
者
自
立

支
援
法
か
ら

児
童
福
祉
法

【資料3】 障害児支援の強化

【資料4】 一元化のイメージ

【資料5】 放課後等デイサービスの概要
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へ
通
所
支
援
の
一
部
と
し
て
規
定
さ
れ
ま
し
た
。）、
送
迎

は
自
宅
と
事
業
所
間
の
み
が
報
酬
の
送
迎
加
算
の
対
象
と

し
て
お
り
、
特
別
支
援
学
校
等
と
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
間
の
送
迎
は
加
算
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
に
伴
い
、
平
成
24
年

4
月
か
ら
、
特
別
支
援
学
校
等
と
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
間
の
送
迎
を
新
た
に
加
算
の
対
象
と
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

（
５
）
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
創
設

　

保
育
所
等
に
お
け
る
集
団
生
活
へ
の
適
応
支
援
を
図
る

た
め
、
障
害
児
通
所
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
24
年
4

月
か
ら
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
支
援
は
、
訪
問
支
援
員
（
障
害
児
の
支
援
に
相
当
の

知
識
・
技
術
及
び
経
験
の
あ
る
児
童
指
導
員
・
保
育
士
、

機
能
訓
練
担
当
職
員
等
）
が
保
育
所
等
を
定
期
的
に
訪
問

し
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
の
専
門
的
な
支
援
を
行
う

も
の
で
す
。

　

訪
問
先
と

し
て
、
保
育

所
や
幼
稚

園
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど

の
就
学
前
の

子
ど
も
が
通

う
施
設
の
ほ

か
、
就
学
後

で
あ
っ
て
も

就
学
前
の
支

援
方
法
を
引

き
継
ぐ
な
ど

円
滑
な
移
行

を
図
る
必
要

が
あ
る
等
の

場
合
に
は
小
学
校
や
特
別
支
援
学
校
へ
の
訪
問
を
行
い
ま
す
。

　

支
援
内
容
は
、

①　

障
害
児
本
人
に
対
す
る
支
援
（
集
団
適
応
の
た
め
の

必
要
な
訓
練
等
）

②　

訪
問
先
施
設
の
職
員
に
対
す
る
支
援
（
支
援
方
法
等

に
関
す
る
情
報
共
有
や
指
導
等
）

の
専
門
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
保
育
所

等
訪
問
支
援
の
訪
問
先
施
設
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

あ
り
、
該
当
す
る
障
害
児
の
状
況
の
把
握
や
支
援
方
法
等

に
つ
い
て
、
訪
問
先
施
設
と
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
所
、

保
護
者
と
の
間
で
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
十
分
調
整

し
た
上
で
、必
要
な
対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
６
）
個
別
支
援
計
画
の
作
成

　

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
等
に
お
け
る
計
画
的
な
支
援
と

質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
等
に
個

別
支
援
計
画
を
作
成
す
る
等
を
役
割
と
す
る
児
童
発
達
支
援

管
理
責
任
者
を
配
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
等
を
利
用
す
る

す
べ
て
の
障
害
児
に
対
し
、利
用
者
及
び
そ
の
家
族
の
ニ
ー

ズ
等
を
反
映
さ
せ
た
障
害
児
入
所
支
援
及
び
障
害
児
通
所

支
援
に
係
る
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
、
効
果
的
か
つ
適

切
に
障
害
児
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
支
援
に
関
す
る
客

観
的
評
価
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

学
齢
期
の
障
害
児
が
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
等
を
並

行
し
て
利
用
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
障
害

児
通
所
支
援
事
業
所
等
の
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
と

教
員
等
が
連
携
し
、
障
害
児
通
所
支
援
等
に
お
け
る
個
別

支
援
計
画
と
学
校
に
お
け
る
個
別
の
教
育
支
援
計
画
等
と

の
連
携
を
保
護
者
の
了
解
を
得
つ
つ
確
保
し
、
相
乗
的
な

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
の

連
名
に
よ
る
通
知
に
て
、
必
要
な
配
慮
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

３　

事
業
運
営
の
適
正
化

　

事
業
者
に
よ
る
法
令
遵
守
の
義
務
の
履
行
を
確
保
し
、

指
定
取
消
事
案
等
の
不
正
行
為
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と

も
に
、
利
用
者
の
保
護
と
事
業
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
業
務
管
理
体
制
の
整
備
の
義
務
付
け
等
、
児
童
福
祉

法
に
お
い
て
、
所
用
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
法
で
規
定
さ
れ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
と

同
様
の
措
置
と
な
り
ま
す
。

４　

福
祉
と
教
育
の
連
携

　

相
談
支
援
の
充
実
及
び
障
害
児
支
援
の
強
化
な
ど
、
改

正
児
童
福
祉
法
の
内
容
が
機
能
し
、
障
害
児
支
援
が
適
切

に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
学
校
と
障
害
児
通
所
支
援
を
提

供
す
る
事
業
所
や
障
害
児
入
所
施
設
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
所
が
緊
密
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
学

校
等
で
作
成

す
る
個
別
の

教
育
支
援
計

画
及
び
個
別

の
指
導
計
画

と
、
障
害
児

相
談
支
援
事

業
所
で
作
成

す
る
障
害
児

支
援
利
用
計

画
及
び
障
害

児
通
所
支
援

事
業
所
等
で

作
成
す
る
個

別
支
援
計
画

が
、
個
人
情

報
に
留
意
し

■障害保健福祉施策の動向

【資料6】 保育所等訪問支援の概要

【資料7】 福祉と教育の連携概要
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つ
つ
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、「
児
童
福
祉
法
等
の

改
正
に
よ
る
教
育
と
福
祉
の
一
層
の
推
進
」
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
省
と
文
部
科
学
省
の
連
名
に
よ
る
事
務
連
絡
を
出
し
て
い

ま
す
。

第
三  
最
近
の
動
向

１　

 

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律

　

こ
の
法
律
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項
や
、
国
の
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団

体
、
民
間
事
業
者
な
ど
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
国
民
が
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分

け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
あ
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
や
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
基
本

方
針
や
対
応
要
領
、
対
応
指
針
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
当
た
る
の
か
に
つ
い

て
、
社
会
全
体
で
認
識
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
し
、
差
別

を
な
く
す
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
差

別
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
6
月
26
日
に
公
布
さ
れ
、
一
部
を
除
き
平
成

28
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

２　

 

国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物

品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律

　

こ
の
法
律
は
、
国
等
に
よ
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら

の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
し
、
障
害
者
就
労
施
設

等
の
受
注
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
等
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
就
労
施
設
等
が
供
給
す
る

物
品
等
に
対
す
る
需
要
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

  

平
成
24
年
6
月
27
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
25
年
4
月
1
日

よ
り
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律

  

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
た
め
、

精
神
障
害
者
の
医
療
に
関
す
る
指
針（
大
臣
告
示
）の
策
定
、

保
護
者
制
度
の
廃
止
、
医
療
保
護
入
院
に
お
け
る
入
院
手

続
等
の
見
直
し
等
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
6
月
19
日
に
公
布
さ
れ
、
一
部
を
除
き
平
成

26
年
4
月
1
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

４　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

　

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止

及
び
障
害
者
が
職
場
で
働
く
に
当
た
っ
て
の
支
障
を
改
善

す
る
た
め
の
措
置
（
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
）
を
定
め

る
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者
を
法
定
雇
用
率
の
算
定
基
礎

に
加
え
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
6
月
18
日
に
公
布
さ
れ
、平
成
28
年
4
月
（
一

部
公
布
日
又
は
平
成
30
年
4
月
）
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

【資料8】 「障害者差別解消法」の概要

【資料9】 「優先調達推進法」の概要

【資料10】 「改正精神保健福祉法」の概要
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５　

障
害
者
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
法
律

　

こ
の
法
律
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
障
害
者
福
祉
施

設
従
事
者
等
、
使
用
者
な
ど
に
障
害
者
虐
待
の
防
止
等
の

た
め
の
責
務
を
課
す
と
と
も
に
、
障
害
者
虐
待
を
受
け
た

と
思
わ
れ
る
障
害
者
を
発
見
し
た
者
に
対
す
る
通
報
義
務

を
課
す
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
6
月
24
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
24
年
10
月
1

日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い
て
は
平

成
12
年
、「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対

す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い
て
は
平
成
17
年
に
、

そ
れ
ぞ
れ
公
布
・
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

６　

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法

　

介
護
福
祉
士
及
び
一
定
の
研
修
を
受
け
た
介
護
職
員
等

は
、
一
定
の
条
件
の
下
に
た
ん
の
吸
引
等
の
行
為
を
実
施

で
き
る
こ
と
と
す
る
内
容
が
「
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福

祉
士
法
」
の
改
正
で
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
の
実
施
の
た
め
の
制

度
が
確
立
し
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

７　

発
達
障
害
者
支
援
法

　

平
成
17
年
4
月
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
「
発
達
障
害
者

支
援
法
」
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま
で
の
各

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
す
る
一
貫
し
た
支
援
の
推
進
が

図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

国
連
で
は
毎
年
4
月
2
日
を
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

と
定
め
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
等
に
お
い
て
は
、
こ
の
日
か

ら
8
日
ま
で
の

一
週
間
を
自
閉

症
を
は
じ
め
と

す
る
発
達
障
害

に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
浸
透

を
図
る「
発
達
障

害
啓
発
週
間
」と

し
て
、
東
京
タ

ワ
ー
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
等
の
普

及
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【資料1〜14】はいずれも厚生労働省資
料です。拡大したものは日社済のホー
ムページでご覧いただけます。

www.nisshasai.jp/press.html

■障害保健福祉施策の動向

【資料11】 「改正障害者雇用促進法」の概要【資料12 】 「障害者虐待防止法」の概要

【資料13】 たん吸引等の医行為実施の趣旨

【資料14】 発達障害者支援法のねらいと概要
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空
飛
ぶ
車
い
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
タ
イ
レ
ポ
ー
ト

こ
こ
ろ
を
繋
げ
る
車
い
す 
i
n 

タ
イ

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年
生　

栗
栖　

亜
実

　

1
日
目
と
2
日
目
は
日
本
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
車
い
す

を
日
本
・
韓
国
・
台
湾
・
タ
イ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

方
々
と
一
緒
に
修
理
を
し
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
車
い
す

の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、今
回
こ
こ
に
集
ま
っ

た
車
い
す
は
、
日
本
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
車
い
す
の
ほ

ん
の
一
部
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
修
理
し
た
ら
使

え
る
に
も
関
わ
ら
ず
捨
て
ら
れ
る
車
い
す
を
こ
の
活
動
を

広
め
る
事
で
一
台
で
も
無
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
修
理
自
体
は
1
人
1
人
真
剣
か
つ
和
や
か
な
雰
囲
気

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
と
近
く
の
人
が
大
丈
夫

か
？
と
自
然
に
声
が
か
か
っ
て
一
緒
に
悩
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
ト
ラ
ッ
ク
に
詰
め
込
む
作
業
の
時
は
激
し
い
ス
コ
ー

ル
に
見
舞
わ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
車
い
す
は
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
の
よ
う
な
形
で
ト
ラ
ッ
ク
へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。
び

し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
、
車
い
す
を
必
要
と
し
て
い
る

人
の
も
と
へ
届
け
よ
う
と
必
死
で
し
た
。
私
も
そ
の
中
の

一
人
で
し
た
が
、
顔
も
ど
ん
な
人
か
も
分
か
ら
な
い
相
手

に
み
ん
な
が
こ
ん
な
に
も
必
死
だ
と
思
う
と
感
動
を
お
ぼ

え
ま
し
た
。

　

3
日
目
は
実
際
に
施
設
に
行
き
、
修
理
し
た
車
い
す
を

必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
一
人
ず
つ
調
節
し
渡
す
活
動
も

行
い
ま
し
た
。
1
人
目
の
調
節
を
し
た
と
き
私
は
困
惑
し

ま
し
た
。
日
本
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
こ
の
車
い
す
は
、
日

本
人
の
体
に
合
う
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど

う
調
節
し
て
も
足
の
長
く
胴
が
短
い
タ
イ
の
方
は
足
の
部

分
は
足
り
な
い

し
、
肘
置
き
は
高

す
ぎ
た
の
で
す
。

日
本
だ
と
そ
う

い
っ
た
場
合
、
座

面
に
厚
み
の
あ
る

ク
ッ
シ
ョ
ン
を
調

達
し
敷
き
ま
す

が
、
ク
ッ
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
も
の
が

調
達
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
状
態
に

い
ま
し
た
。
こ
う
す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
や
り
方
を
知
っ

て
い
て
も
す
ぐ
に
実
行
で
き
な
い
こ
と
が
歯
痒
く
、
申
し

訳
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
結
局
、利
用
者
さ
ん
に
家
に
帰
っ

て
タ
オ
ル
な
ど
を
敷
い
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
人
と
一
緒
に
写
真
を
撮
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
付
添
い
で
一
緒
に
来
て
い
た
方
が
自
分

の
持
っ
て
い
る
携
帯
で
も
写
真
を
撮
っ
て
ほ
し
い
と
お
願

い
さ
れ
、
そ
の
方
が
笑
顔
で
私
の
肩
を
向
こ
う
か
ら
組
ん

で
く
れ
た
の
で
す
。
す
ご
く
嬉
し
く
、
あ
の
時
の
笑
顔
は

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
出
来
な
い
こ

と
が
あ
る
の
は
申
し
訳
な
い
け
れ
ど
、
自
分
が
今
こ
こ
で

出
来
る
こ
と
を
全
部
や
り
き
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
全
員
の
車
い
す
調
節
と
贈
呈
が
終
わ
っ
た
の
で
実
際

に
車
い
す
を
贈
呈
し
た
利
用
者
さ
ん
の
お
宅
に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
段
差
は
沢
山
あ
り
、
操
作
を
誤
っ

た
ら
大
け
が
を
し
て
し
ま
う
よ
う
な
大
き
な
穴
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
今
日
私
が
見
た
利
用
者
さ
ん

は
怪
我
も
せ
ず
に
過
ご
せ
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配

に
な
り
ま
し
た
。
体
に
あ
っ
た
車
い
す
も
勿
論
必
要
だ
が
、

利
用
者
さ
ん
の
環
境
に
あ
っ
た
車
い
す
で
な
い
と
意
味
が

な
い
と
い
う
こ
と
を
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
中
古
車
い
す
を
工
業
高
校
生
た
ち
が
修
理
し
て
、
海
外
の
人
た
ち
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
活
動
を
続
け
て
い
る
「
空
飛
ぶ
車
い
す
学
校
グ
ル
ー
プ
（
24
都
道
府
県
68
校
）」。

2
0
1
3
年
の
活
動
か
ら
、
タ
イ
で
の
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

車いすの調整作業
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■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

も
っ
と
現
地
の
言
葉
、
利
用
者
さ
ん
の
事
、
車
い
す
の
事

を
知
る
事
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
て
、
空
飛
ぶ
車
い
す
と

い
う
活
動
が
い
か
に
重
要
と
さ
れ
て
い
る
か
を
肌
で
感
じ

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
正
直
、
今
ま
で
は
車
い
す
の
修
理

を
し
て
い
て
ネ
ジ
一
本
一
本
そ
ん
な
に
意
識
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
そ
の
一
本
一
本
が
利
用
者

さ
ん
と
私
達
の
心
を
繋
げ
て
い
る
の
だ
な
、
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
心
を
繋
げ
る
よ
う
な
車
い
す
に
し
て
い
く
こ

と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
修
理
も
手
を
抜
か
な
い
こ
と
は
勿
論
、
ど
う

や
っ
た
ら
利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
に
出
会
え
る
か
を
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
考
え
て
修
理
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

タ
イ
で
出
会
っ
た
人

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年
生　

佐
藤　

駿
一

　

今
回
の
タ
イ
で
の
活
動
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
、

そ
の
初
め
て
の
海
外
で
の
活
動
の
中
で
更
に
初
め
て
の
作

業
で
あ
っ
た
車
い
す
の
適
合
。
こ
れ
ま
で
実
際
に
利
用
者

さ
ん
を
目
の
前

に
し
て
適
合
を

行
う
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
、

「
こ
れ
で
い
い
の

か
な
？
」
と
い

う
よ
う
に
確
信

の
持
て
な
い
ま

ま
利
用
者
さ
ん

と
向
き
合
う
こ

と
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

私
が
最
初
に
担
当
し
た
利
用
者
さ
ん
は
50
歳
位
の
男
性

だ
っ
た
。
話
を
聞
く
と
、
腰
椎
損
傷
に
よ
る
下
肢
麻
痺
と

の
こ
と
。
身
体
状
況
を
確
認
し
適
合
を
行
っ
た
。
自
分
の

中
で
確
信
の
持
て
な
か
っ
た
適
合
で
あ
っ
た
が
、
男
性
は

笑
顔
を
見
せ
て
、
と
て
も
喜
ん
だ
様
子
だ
っ
た
。
手
を
合

わ
せ
て
「
コ
ッ
プ
ン
ク
ラ
ッ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
。
自

分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
男
性
の
笑
顔
は
今
後
ず
っ
と
忘
れ
な
い
と
思

う
し
、
こ
の
嬉
し
さ
は
今
後
生
き
て
い
く
上
で
大
き
な
財
産

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

一
人
目
の
男
性
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
で
自
信
を
つ

け
た
私
は
、
そ
の
後
4
人
の
利
用
者
さ
ん
に
車
い
す
の
適

合
を
行
っ
た
。
み
ん
な
が
み
ん
な
一
人
目
の
男
性
の
よ
う

に
う
ま
く
い
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
患
者
さ
ん
に

適
合
さ
せ
な
い
と
そ
の
人
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
し
、
重
度
の
方
に
関
し
て
は
、
必
要
だ
と
思
っ

た
時
に
大
人
用
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
車
い
す
が
見
つ
か
ら

ず
、
小
児
用
で
代
用
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

タ
イ
で
の
活
動
に
お
い
て
、
タ
イ
国
内
の
車
い
す
事
情

を
大
分
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
病
院
に
あ
っ
た
車
い
す
を

見
る
と
、
金
属
で
で
き
た
大
き
な
車
い
す
が
あ
る
だ
け
。

ど
の
利
用
者
さ
ん
も
、
病
院
に
あ
る
車
い
す
は
大
き
す
ぎ

て
姿
勢
は
悪
く
な
る
し
、
座
面
が
固
く
辛
そ
う
だ
っ
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
多
く
の
車
い
す
を
さ
ら
に
多
く

の
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
に
届
け
た
い
と
思
っ
た
。

　

今
回
、
タ
イ
で
出
会
っ
た
人
々
、
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
た
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

じ
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
っ
た
皆
さ
ん
、
韓
国
、

台
湾
の
方
々
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
関
わ
っ
た
人
た
ち

み
ん
な
が
自
分
に
と
っ
て
い
い
刺
激
と
な
っ
た
。
今
後
の

活
動
で
も
よ
り
良
い
車
い
す
を
利
用
者
さ
ん
に
届
け
る
つ

も
り
だ
。

全
て
が
新
鮮
な

「
空
飛
ぶ
車
い
す
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年
生　

山
口　

泰
平

　

私
は
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
F
W
S
の
具
体
的
な
活
動
、

今
後
ど
う
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
個
人
目
標
は
、

「
素
早
い
修
理
と
分
か
り
や
す
い
説
明
。
楽
し
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
」
で
す
。
四
か
国
が
今
回
集
ま
る

と
い
う
こ
と
で
、
私
自
信
と
し
て
は
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
部
分
で
大
き
な
不
安
が
あ
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
半
は
修
理
が
主
で
、
他
の
国
の
人
と
作

業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
の
不
安
だ
っ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
作
業
ス

ピ
ー
ド
は
多
少
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
簡
単
な
言
葉
や
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
な
ど
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
同
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
、
と

言
う
事
が
改
善
で
き
修
理
作
業
の
後
半
で
は
、
息
を
合
わ
せ

作
業
の
動
き
に
無
駄

な
く
正
確
な
修
理
作

業
で
効
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

夕
食
時
も
互
い
の
国

の
文
化
や
簡
単
な
言

葉
な
ど
を
教
え
合
い
、

私
を
と
て
も
成
長
さ

せ
た
前
半
で
し
た
。

　

後
半
は
、
車
い
す

を
必
要
と
す
る
方
々

に
、
修
理
し
た
車
い

タイで出会った男性と

フィッティングの作業
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す
を
届
け
ま
し
た
。
今
ま
で
よ
り
深
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
半
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
少
し
わ
か
り
楽
な
気
持
ち

で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
本
番
は
、「
こ

の
人
は
ど
う
い
っ
た
理
由
で
車
い
す
が
ほ
し
い
の
だ
ろ
う
」

「
ど
ん
な
環
境
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
の
か
」
と
言
っ
た
こ

と
を
質
問
で
き
ず
聞
き
取
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
作
業
に
必
要

な
こ
と
以
外
も
聞
い
て
み
た
か
っ
た
で
す
。
私
自
身
の
中
で

は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
少
し
は
理
解
し
た
も
の
の
、
的
確
な
説

明
が
で
き
ず
不
完
全
燃
焼
で
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
車
い
す

を
手
に
し
た
方
は
と
て
も
笑
顔
で
、
大
き
な
達
成
感
を
頂
け

た
。
ま
た
ど
れ
だ
け
現
地
の
方
々
に
車
い
す
が
必
要
な
の
か

が
よ
く
わ
か
っ
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
、
車
い
す
を
必
要
と
し
て

い
る
方
々
に
聞
き
た
い
質
問
を
し
た
り
聴
い
た
り
で
き
ず
に

い
た
。
で
す
が
「
今
ま
で
ど
れ
だ
け
痛
い
思
い
を
し
て
き
た

の
か
」
と
言
っ
た
こ
と
は
私
な
り
に
少
し
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
好
み
の
車
い
す
に
座
っ
た
時
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ

を
し
て
座
り
や
す
く
な
っ
た
時
自
然
と
笑
顔
が
出
て
、
こ
の

活
動
の
素
晴
ら
し
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
た
。
同
時
に
以
前

佐
々
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は

ほ
ん
の
些
細
な
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
ど
れ
だ
け
頑
張
っ

て
も
そ
の
方
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い

で
す
よ
。」
と
申
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
私
は
す
ぐ
に
分

か
り
心
の
中
の
疑
問
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
立
場
で
あ
り
な
が
ら
こ

れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
る
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
」
と
言
っ

た
大
き
な
気
持
ち
が
本
音
で
す
。

　

で
す
が
私
自
身
改
善
す
る
場
所
も
い
く
つ
も
あ
り
、
ま

だ
ま
だ
私
が
伸
び
て
い
け
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
伸
ば
し

車
い
す
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
修
理
し
た
車
い
す
を
届
け

れ
ば
少
し
で
も
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

笑
顔
で
伝
わ
る
思
い

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年
生　

上
村　

佳
世

　

今
回
の
活
動
は
私
の
人
生
で
最
も
大
切
な
も
の
の
ひ
と

つ
に
な
り
ま
し
た
。
不
安
が
大
半
を
占
め
る
中
、
こ
の
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
素
敵
な
出
会
い
が
あ
り
、
本
当

に
素
晴
ら
し
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
の

病
院
で
車
い
す
の
適
合
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
の

言
語
は
タ
イ
語
で
も
日
本
語
、
英
語
で
も
な
く
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
で
し
た
。
利
用
者
さ
ん
に
車
い
す
を
提
供
す

る
際
言
葉
が
通
じ
な
い
の
で
、
私
た
ち
は
症
状
を
目
で

見
て
判
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
さ
ん
は
一
生
懸

命
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
症
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

損
傷
の
あ
る
部
分
を
指
し
て
動
か
な
い
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
の
高
さ
が
良
い
と

頷
い
た
り
、
親
指
を
立
て
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
よ
っ
て
目
で
見
る
だ
け
で
は
判
断
し

に
く
い
情
報
も

得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
利

用
者
さ
ん
や
病

院
の
方
、
介
助

者
の
方
が
一
生

懸
命
伝
え
よ
う

と
し
て
く
だ
さ

る
の
で
、
私
も

そ
れ
に
応
え
よ

う
と
適
合
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
目
に
焼

き
付
い
て
い
る
の
は
、
み
な
さ
ん
の
笑
顔
で
す
。
車
い

す
は
移
動
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
家
か
ら
出
ら
れ
な
か
っ

た
り
す
る
方
々
の
足
に
な
り
ま
す
。
車
い
す
に
よ
っ
て

活
動
範
囲
が
広
が
り
生
活
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
笑
顔
は
そ
の
こ
と
を
心
か
ら
喜
ん
で
く
だ
さ
っ

て
い
ま
し
た
。
笑
顔
を
見
て
、
私
も
涙
が
出
ま
し
た
。

私
た
ち
が
修
理
し
た
車
い
す
を
、
こ
ん
な
に
も
喜
ん
で

く
だ
さ
っ
て
い
る
。
こ
の
笑
顔
の
た
め
に
頑
張
っ
て
き

た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
笑
顔
に
ま
た
出
会
う

た
め
に
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
し
、
ず
っ

と
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
義
肢
装
具
士
に
な
り
た
く
て
本
学
に
入
学
し
ま

し
た
。
義
肢
装
具
士
の
仕
事
に
つ
い
て
こ
の
半
年
間
学

ん
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
仕
事
に
つ
い
て
想

像
し
か
出
来
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
こ

の
よ
う
な
経
験
を
し
て
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
こ

と
、
人
に
感
謝
し
て
も
ら
え
る
こ
と
、
義
肢
装
具
士
の

仕
事
の
根
源
に
あ
る
も
の
で
、
ま
だ
授
業
で
習
っ
て
い

な
い
大
切
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
活
動
で
感
じ
た
思
い
、出
会
っ
た
人
々
の
笑
顔
、涙
、

ま
た
失
敗
を
し
て
注
意
さ
れ
た
こ
と
、
み
ん
な
が
助
け

て
く
れ
た
こ
と
、
こ
の
全
て
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
宝
物
を
胸
に
、
今
後
の
活
動
や

勉
強
に
励
み
ま
す
。

現
地
で
学
ん
だ
車
い
す
の
大
切
さ

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年
生　

静　

悦
嗣

　

私
が
、
成
長
で
き
た
部
分
は
空
飛
ぶ
車
い
す
の
活
動
を

よ
り
実
感
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
私
は
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は

利用者さんや介助者の方の笑顔
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県
内
ま
で
し
か
参
加
し
た
こ
と
が
な
く
、
タ
イ
の
修
理
会
は

人
と
触
れ
合
え
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
初
め
て
の
土
地
で

初
め
て
会
っ
た
人
た
ち
と
協
力
し
、
車
い
す
を
必
要
と
す
る

方
々
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
は
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ

ら
れ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
感

じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
車
い
す
を
必
要
と
す
る
方
々
と
交
流

し
車
い
す
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
な
っ
た
こ
と
は
貴
重
な

体
験
で
あ
っ
た
。
車
い
す
を
必
要
と
す
る
方
と
触
れ
合
う
こ

と
で
空
飛
ぶ
車
い
す
活
動
に
さ
ら
に
実
感
が
湧
き
、
今
ま
で

以
上
に
車
い
す
の
修
理
を
使
用
す
る
方
の
こ
と
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
自
分
た
ち
の
修
理
し
た
車
い
す

で
使
用
者
の
人
生
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
そ
の
分
、
責
任
も
背
負
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

点
検
・
整
備
を
も
っ
と
行
い
安
全
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

活
動
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
新
し
い
修
理
法
が
学
べ
、

車
い
す
の
修
理
技
術
だ
け
で
な
く
知
識
も
身
に
つ
い
た
。

自
分
だ
け
で
な
く
F
W
S
全
体
も
空
飛
ぶ
車
い
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
日
に
日
に
成
長
し
て
い

く
こ
と
も
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
満
足
せ
ず
に

学
ん
だ
こ
と
や
反
省
を
次
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
空
飛
ぶ
車
い
す
の
活
動
を
活
発
に
し
て
い
き
、

自
分
や
F
W
S
も
成
長
し
て
い
き
た
い
。

自
分
が
変
わ
れ
た
一
言

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年
生　

石
川　

由
佳
子

　
「
コ
ー
プ
ク
ゥ
ン
カ
ー
」
私
は
た
っ
た
一
言
を
聞
い
て
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い

ま
し
た
。

　

そ
の
日
が
こ
ん
な
に
も
自
分
の
中
で
影
響
を
与
え
る
日

だ
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
初
め
て
の
経
験
で
不

安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
、
1
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
自
信
な
ん
て
持
て
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
弱
音
を
は
く
暇
す
ら
な
く
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
は
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
高
校
生
と
2
人
ペ
ア
で
4
人

に
車
イ
ス
を
渡
し
ま
し
た
。
通
訳
さ
ん
な
し
で
ち
ゃ
ん
と

し
た
こ
と
は
伝
え
ら
れ
ず
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
だ
け
で
は
難
し

い
場
面
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
言
葉
の
壁
の

大
き
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。
伝
え
た
い
の
に
伝

わ
ら
な
い
。
私
自
身
も
手
探
り
状
態
、
焦
っ
て
パ
ニ
ッ
ク

に
な
り
ま
し
た
。
1
人
目
の
方
は
自
分
で
選
ん
だ
お
気
に

入
り
の
車
イ
ス
を
受
け
取
り
ま
し
た
が
笑
顔
が
み
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
自
身
も
あ
た
ふ
た
し
て
笑
顔
で
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
O
K
？
と
聞
く
の
で
さ
え
作
り
笑
い
、

苦
笑
い
で
し
た
。
4
人
目
の
方
は
家
族
で
お
じ
い
さ
ん
の

車
イ
ス
を
選
び
に
来
た
よ
う
で
し
た
。
希
望
の
車
イ
ス
を

探
す
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
り
、
時
間
は
か
か
り
ま
し

た
が
納
得
す
る
車
イ
ス
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
後
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
時
お
じ
い
さ
ん
は
泣
い

て
い
ま
し
た
。
嬉
し
泣
き
と
わ
か
っ
た
と
き
正
直
私
は
困

り
ま
し
た
。
私
は
1
0
0
％
の
嬉
し
さ
で
コ
ー
プ
ク
ゥ
ン

カ
ー
と
返
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
納
得
い
く
車

イ
ス
が
見
つ
か
っ
て
も
タ
オ
ル
を
挟
ん
で
く
だ
さ
い
と
声

を
か
け
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
な

の
に
お
じ
い
さ
ん
は
泣
い
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
自

分
の
無
力
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
な
ぜ
か
涙
が
出
て
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。
嬉
し
さ
80
％
悔
し
さ
20
％
の
涙
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
利
用
者
さ
ん
の
家
に
訪
問
し
生
活
の
場
を
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
お
じ
い
さ
ん
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。
お
じ
い
さ

ん
は
ま
た
泣
い
て
い
ま
し
た
。
泣
か
な
い
で
く
だ
さ
い
と
日

本
語
で
し
か
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
通
訳
さ
ん
を
介
し
て
お

話
を
し
た
と
き
、お
じ
い
さ
ん
は
一
言「
コ
ー
プ
ク
ゥ
ン
カ
ー

プ
」
と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
た
っ
た
一
言
で
自
分
の
中
の

何
か
が
変
わ
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
た
だ
目
の
前
に
あ
る
か

ら
修
理
す
る
車
イ
ス
、
ど
ん
な
人
が
使
う
か
わ
か
ら
な
い
け

ど
と
り
あ
え
ず
直
す
だ
け
で
し
た
が
、
面
と
向
か
っ
て
利
用

者
さ
ん
の
対
応
を
し
て
新
し
い
見
方
を
発
見
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
は
喜
ん
で
く
れ
る
姿
が
見
え
な
い
状
態
だ
っ
た
け
れ

ど
、
空
飛
ぶ
車
い
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
ら
目
の
前

で
た
く
さ
ん
の
人
が
笑
顔
に
な
っ
て
、手
を
合
わ
せ
て「
コ
ー

プ
ク
ゥ
ン
カ
ー
」
と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
支
援
学
校
で
演
奏
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま

し
た
。
タ
イ
で
は
車
イ
ス
と
い
う
目
に
見
え
る
形
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
し
た
が
、
音
楽
は
形
と
し
て
残
せ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
難
迷
惑
だ
っ
た
り
自
己
満
足
で
終
わ

■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

嬉し泣きのおじいさん

大事な点検・整備
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ら
な
い
か
不
安
で
し
た
が
子
供
た
ち
を
目
の
前
に
し
て
演

奏
す
る
と
笑
顔
で
こ
っ
ち
を
見
て
く
れ
て
い
る
子
、
ノ
リ

ノ
リ
に
な
っ
て
肩
を
揺
ら
す
子
、
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る

子
が
い
ま
し
た
。
そ
の
後
支
援
学
校
の
先
生
が「
楽
し
か
っ

た
で
す
か
ー
？
」
と
生
徒
全
員
に
問
い
か
け
る
と
「
は
ー

い
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
目
に
見
え
な
い
も
の

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
押
し
付
け
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
不
安
よ
り
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
嬉
し
い

と
い
う
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
人
と
人
が
向
き
合

え
ば
普
通
は
け
ん
か
に
な
ら
な
い
し
、
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
人
の
た
め
に
や
っ
て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
自
分

も
含
め
て
み
ん
な
で
楽
し
く
な
る
、
嬉
し
く
な
る
そ
ん
な

活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

目
の
前
の
こ
と
に
黙
々
と
取
り
組
み
自
分
が
今
や
る

べ
き
こ
と
を
探
す
、
お
互
い
を
高
め
あ
う
と
て
も
い
い

環
境
の
中
で
活
動
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
悔
し
い
、
嬉
し
い
、
楽
し
い
、
辛
い
…
沢
山
の

思
い
を
し
ま
し
た
が
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
心

に
と
め
て
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。
空
飛
ぶ
車
い
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
出
会
え
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
職
業
も
、
顔
と

顔
を
向
き
合
わ
せ
て
仕
事
を
し
ま
す
。
講
義
で
は
伝
わ

り
き
ら
な
い
こ
と
を
肌
で
感
じ
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
タ
イ
へ
行
き
少
し
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
的
を
共
有
し
た
人
が

集
ま
る
と
い
う
こ
と

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年
生　

川
上　

裕
之

　

空
飛
ぶ
車
い
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
1
3
・
イ
ン
・
タ
イ

と
い
う
活
動

で
は
本
当
に

多
く
の
人
た

ち
が
共
通
の

目
的
の
為
に

集
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
中

に
は
学
生
の

ま
と
め
役
と

な
る
神
奈
川

工
科
大
学
や

新
潟
医
療
福

祉
大
学
と

い
っ
た
大
学

生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
志
を
持
っ
た
新
潟
工
業
高
校
、

浮
羽
工
業
高
校
の
高
校
生
、
他
に
も
韓
国
、
台
湾
、
タ
イ

か
ら
も
“
車
い
す
を
修
理
し
て
届
け
る
”
と
い
う
活
動
の

為
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ

の
活
動
を
取
り
ま
と
め
て
実
行
す
る
た
め
に
日
本
社
会
福

祉
弘
済
会
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
全
員
が
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
は

何
か
理
由
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
は
目
的
を
シ
ェ
ア
し

て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
力
は
小
さ
な

も
の
で
も
同
じ
向
き
で
集
ま
っ
た
ら
大
き
な
力
に
な
る
か

ら
で
す
。

　

こ
の
大
き
く
ま
と
ま
っ
た
力
は
車
い
す
が
空
を
飛
ん
で

国
境
を
越
え
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
下
に
届
く
と

い
う
壮
大
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
す
ら
で
き
る
の
で

す
。
今
回
の
活
動
で
は
私
も
微
力
な
が
ら
そ
の
力
の
一
部

に
な
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

現
地
で
し
か
感
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年
生　

中
野　

雅
之

　

8
月
23
日
、
私
た
ち
は
日
本
を
発
ち
空
飛
ぶ
車
い
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
タ
イ
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
タ
イ
へ
行
く
準
備

と
し
て
、
車
い
す
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
は
修
理
し
、
学

校
や
施
設
に
訪
問
を
繰
り
返
し
て
タ
イ
に
持
っ
て
い
く
車
い

す
を
増
や
し
つ
つ
、
自
分
達
の
修
理
技
術
を
高
め
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
迎
え
た
タ
イ
訪
問
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
、
修
理
、
梱
包
、適
合
を
行
い
ま
し
た
。
行
動

を
共
に
し
た
メ
ン
バ
ー
に
は
様
々
な
国
の
方
々
が
い
た
の
で
、

今
回
の
活
動
で
色
々
な
方
々
と
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
日
目
、
2
日
目
の
修
理
で
は
と
く
に
韓
国
チ
ー
ム
と
は
修

理
方
法
な
ど
を
教
え
合
っ
た
り
と
、
よ
い
情
報
交
換
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
お
世
話
に
な
っ
た
タ
イ

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
々
に
は
特
に
適
合
の
時
は
通

訳
と
し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
り
、
効
率
よ
く
適
合
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
も
っ

と
事
前
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
方
々
と
打
ち

合
わ
せ
な
ど
の

会
話
の
機
会
を

増
や
し
て
い
れ

ば
、
よ
り
良
い

適
合
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か

と
課
題
も
残
り

ま
し
た
。
適
合

タイの高校生と一緒に講習会

国境を越え必要な人に届けられた車いす
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の
時
に
通
訳
だ
け
を
し
て
も
ら
う
の
で
な
く
、
外
国
人
で
あ

る
私
た
ち
に
は
細
か
く
て
聞
け
な
い
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
る

細
か
い
配
慮
を
頼
む
こ
と
が
出
来
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
外
国
の
方
々
も
含
め
、
改
め
て
タ
イ
で
K
W
R
を

中
心
と
し
て
修
理
な
ど
で
関
わ
っ
た
学
生
、
先
輩
方
、
先
生

方
と
も
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
同
じ
大
学

生
で
あ
る
K
W
R
と
は
毎
日
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
反
省

点
を
出
し
て
改
善
し
、
自
ら
の
成
長
に
繋
い
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
お
互
い
何
で
も
言
い
合
え
る
良
い
関
係
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
適
合
で
は
F
W
S
が
主
と
な
り
、

事
前
に
F
W
S
が
行
っ
た
K
W
R
や
タ
イ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
方
々
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
適

合
方
法
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
や
り
方
を
把
握
で
き
た
良
い

機
会
で
し
た
。

　

1
日
目
、
2
日
目
に
行
っ
た
車
い
す
修
理
で
は
タ
イ
の
高

校
生
が
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
作
業
中
は
楽
し
く
修
理
を

し
て
お
り
、
横
で
修
理
し
て
い
る
私
も
心
地
が
良
か
っ
た
で

す
。
2
日
目
に
は
タ
イ
の
高
校
生
用
の
講
習
会
を
K
W
R

が
主
催
し
、
言
葉
は
通
じ
な
い
も
の
の
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

で
説
明
し
て
い
た
が
通
じ
て
い
た
よ
う
で
皆
さ
ん
一
生
懸

命
に
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
修
理
会
終
了
後
の
閉
会
式
で
は

K
W
R
が
工
具
セ
ッ
ト
を
贈
呈
し
、
タ
イ
の
高
校
生
の
代
表

者
は
、「
こ
の
技
術
を
周
り
に
広
め
つ
つ
車
い
す
を
修
理
し

て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
く
れ
、
い
つ
も
修
理
す
る
だ
け

の
サ
ー
ク
ル
だ
と
思
っ
て
い
た
が
こ
の
時
初
め
て
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
本
髄
を
知
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

3
日
目
に
は
病
院
に
訪
問
し
、
直
接
利
用
者
の
方
々
に
適

合
を
行
い
ま
し
た
。
適
合
を
行
っ
て
い
る
と
、
泣
い
て
喜

ん
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
、
家
に
招
待
す
る
と

言
っ
て
下
さ
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

利
用
者
さ
ん
の
対
応
が
嬉
し
く
て
も
ら
い
泣
き
し
て
し
ま
い

そ
う
に
な
り
、
こ
ら
え
る
の
で
大
変
だ
っ
た
の
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
話
を
聞
く
と
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
こ
と
が
タ
イ
で
は
日
常
的
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
車
い
す
を
知
ら
な
い
方
も
親
身
に
使
い
方
な
ど
を

覚
え
て
下
さ
り
、
印
象
が
強
く
残
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
回
タ
イ
に
行
っ
て
普
段
の
活
動
で
は
知
る
こ
と
の
で
き

な
い
利
用
者
の
方
々
の
顔
を
直
接
見
れ
た
こ
と
は
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
も
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
も
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
出

来
事
で
し
た
。
そ
し
て
、
普
段
の
活
動
で
も
忘
れ
な
い
こ
と

で
今
ま
で
以
上
に
熱
の
入
っ
た
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

て
、
利
用
者
の
方
々
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

車
い
す
が
人
と
国
を
つ
な
ぐ

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年
生　

天
井　

仁
美

　

8
月
23
日
～
28
日
に
か
け
て
空
飛
ぶ
車
い
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
タ
イ
王
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
タ
イ
は
車
い
す
が

あ
ま
り
普
及
し
て
お
ら
ず
、
必
要
と
し
て
い
る
数
が
多
い
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
車
い
す
は
利
用
者
の
人
生
を

変
え
る
道
具
で
あ
り
、
大
切
な
足
な
の
で
す
。
私
た
ち
は
そ

の
足
を
担
い
、
利
用
者
の
も
と
へ
届
け
て
き
ま
し
た
。

　

タ
イ
で
出
会
っ
た
方
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
方
が
2
人
い

ま
す
。
1
人
は
24
日
の
修
理
時
に
参
加
し
て
い
た
現
地
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
女
性
で

す
。
そ
の
女

性
は
車
い
す

修
理
を
初
め

て
見
る
よ
う

で
、
私
た
ち

の
ベ
ア
リ
ン

グ
を
不
思
議

そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。
私
が
声
を
か
け
る
と「
こ
れ
は
な

に
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」と
聞
か
れ
、
ベ
ア
リ
ン
グ

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
す
る
と「
難
し
そ
う
で
す
ね
。

私
も
や
っ
て
み
た
い
で
す
。」と
お
っ
し
ゃ
り
、一
緒
に
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
私
は
車
い
す
修
理
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ

さ
る
こ
と
、
初
め
て
タ
イ
の
方
と
関
わ
れ
る
こ
と
に
嬉
し
さ

が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
女
性
は
最
終
的
に
綺
麗
に
回
る
ベ
ア
リ

ン
グ
に
し
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
私
も
自
然
と
笑
顔
に

な
れ
、
共
に
良
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
人
目
の
方
は
M
a
ka
r
a
k 

病
院
を
訪
問
し
た
際
に

出
会
っ
た
女
性
で
す
。
修
理
を
し
た
車
い
す
を
寄
贈
す
る

た
め
に
病
院
へ
行
き
、
私
た
ち
F
W
S
が
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
私
が
5
人
目
に
担
当
を
し
た
女
性

で
す
。
話
を
聴
く
と
女
性
は
歩
け
な
い
た
め
外
出
が
で
き

ず
、
少
し
で
も
い
い
か
ら
外
に
出
た
か
っ
た
そ
う
で
す
。

私
は
女
性
を
車
い
す
へ
移
乗
さ
せ
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を

終
え
る
と
「
こ
れ
で
外
出
で
き
る
か
ら
嬉
し
い
。」
そ
う

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
言
葉
を
聴
き
、
女
性
の

笑
顔
を
見
た
瞬
間
涙
が
出
そ
う
で
し
た
。
私
は
こ
の
行
い

で
彼
女
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
自
然
に
そ
う
思

え
る
こ
と
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
の
行
い

が
こ
う
や
っ
て
多
く
の
方
か
ら
感
謝
さ
れ
る
と
い
う
事
実

を
自
分
の
目
で
確
か
め
ら
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

今
回
の
タ
イ
で
の
活
動
で
車
い
す
が
全
然
足
り
な
い
と

い
う
こ
と
、
も
っ
と
多
く
の
方
の
笑
顔
を
見
る
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
な
ど
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
を
導
き
出
し
、

車
い
す
を
必
要
と
す
る
方
々
の
声
に
更
に
耳
を
傾
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
修
理
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ィ
ッ

テ
ィ
ン
グ
技
術
、
国
際
交
流
、
多
く
の
こ
と
が
関
連
さ
れ

て
い
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
変
勉
強
に
な
る
た
め
参

加
を
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し

て
今
年
以
上
に
タ
イ
の
方
の
笑
顔
を
見
た
い
で
す
。

■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

マカラク病院で利用者に寄贈
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※ Kanagawa Institute of Technology  Wheel chair  Repair

■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

　

セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
に
車
い
す
30
台
の
寄
贈
に
際
し
、
昨
年

11
月
20
日
㈬
に
ブ
ー
ナ
・
セ
ム
・
デ
イ
エ
フ
駐
日
大
使
が
お

礼
を
兼
ね
、
神
奈
川
工
科
大
学
を
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
創

造
工
学
部
・
小
川
教
授
の
研
究
室
で
神
奈
川
工
科
大
学
の
概

要
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
同
大
学
「
K
A
I
T
工
房
」
で

集
荷
を
待
っ
て
い
る
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
に
寄
贈
さ
れ
る
車
い

す
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。「
K
A
I
T
工
房
」
に
は
、
出
張
か

ら
戻
ら
れ
ま
し
た
同
大
学
小
宮
学
長
が
見
え
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
お
互
い
挨
拶
を
交
わ
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
車

い
す
を
修
理
・
点
検
し
て
い
る
学
生
を
ま
じ
え
て
、
K
W
R

（
神
奈
川
工
科
大
学
車
い
す
修
理
屋
）
の
東
日
本
大
震
災
・
被

災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
に
て
紹
介

し
ま
し
た
。
熱
心
に
質
問
も
さ
れ
、
空
飛
ぶ
車
い
す
事
業
の

主
旨
と
青
少
年
の
活
動
に
感
謝
し
て
、
帰
ら
れ
ま
し
た
。

セ
ネ
ガ
ル
大
使
・
神
奈
川
工
科
大
学
K
W
R
※

を
訪
問

「
空
飛
ぶ
車
い
す
」
事
業
の
視
察

「
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
」へ
の
車
い
す
寄
贈

ー
ア
フ
リ
カ
に
届
け
！ 

空
飛
ぶ
車
い
す
ー

こ
の
た
び
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
に
車
い
す
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

「
空
飛
ぶ
車
い
す
活
動
」
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
『
神
奈
川
工
科
大
学

K
W
R
』
を
同
国
駐
日
大
使
が
表
敬
訪
問
を
し
て
視
察
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

常
務
理
事  

森
井 

輝
昭

デイエフ大使を囲んで。前列左：森井常務 前列右：小川教授 後列左：島
野さん 後列右：川田さん

大使と学生のディスカッション。 右中央はKWR代表の梅原さん
左奥はフランス語通訳の澤村さん

神奈川工科大学「KAIT工房」で記念撮影
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　旧年中は格別のご厚情を賜り厚く御礼を申し上げます。

　日本社会福祉弘済会様におかれましては、公益財団法人としての歴史的なスター

トから2年目の年を迎えられ、この間社会福祉助成事業、介護福祉士資格取得支援

事業、空飛ぶ車いす支援事業、アジア福祉助成事業、共益事業を通じ、社会福祉事

業の振興と充実に多大なる貢献を果たしてこられましたことに関しまして、心より

敬意を表する次第でございます。

　弊社も2012年1月に旧AIGエジソン生命およびエイアイジー・スター生命と合

併し、おかげさまで3年目を迎え、安定した経営基盤とより強固な財務基盤を構築

することができました。これもひとえに日本社会福祉弘済会様はじめ社会福祉事業

等に従事されている皆さま方の温かいご理解とご協力の賜物であり、あらためて厚

く御礼申し上げます。

　引き続き、財務力、収益力の強化に努め、お客さまのご要望にお応えできるサー

ビス体制の構築に向け、全社員一丸となって邁進していく所存でございますので、

本年も変わらぬご支援とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

　最後に、皆さまのご健勝とご活躍を祈念いたしまして、平成26年の年頭のご挨

拶とさせていただきます。	

　保育園の事務長へ就任された元校長先生から園長先生をご

紹介いただいたのが、保育園へご訪問させていただくきっか

けでした。

　このご縁で園長先生をはじめ多くの保育士の方と出会うこ

とができました。仕事柄、全職員の方が一同にお集まりいた

だくのは難しいのですが、園長先生の計らいで日社済の事業

説明会を開催させていただき『福祉の共済』をはじめとした

様々な事業・取り組みをご理解いただき、また皆様の仕事や

ご家族に対する想いにも触れることができました。

　私たちは『福祉の共済』の担当者として、皆様の仕事やご

家族に対する想いに少しでもお役に立てるよう日々精進し、

このご縁を大切にして参ります。

徳永 政子 シニア・コンサルティングLC
2013年度 MDRT成績資格終身会員

深川 美智子 シニアLC

　ジブラルタ生命では地域に根ざした企業であり続けるために、未来を担う子どもたちを応援するプログラムや社員に
よる福祉施設でのボランティア活動など、福祉や教育分野での社会貢献活動に積極的に取組んでいます。今回は、福岡
県で福祉施設や学校を中心に活躍している2名を紹介します。
　徳永ライフプラン・コンサルタント（LC）と深川ライフプラン・コンサルタントは、当社で20年以上お客様一人ひと
りに最適の保障をお届けすべく活動して参りました。そんな二人が、現在ご訪問させていただいているのは福岡市内の
保育園です。きっかけは長年ご支援いただいていた、ある学校の校長先生だといいます。

ジブラルタ生命では、お客様の信頼にお応えできるよう今後とも一丸となって邁進させていただきます。
「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」はジブラルタ生命と提携し「福祉の共済」を推進しています。

皆様の信頼に応え続ける担当者でありたい
「福祉の共済」のご案内を通して
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